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２．１ 本市の現状

人口・世帯数

【人口・世帯数】 

本市の人口は、減少傾向にあり、平成 27 年（2015 年）では 138,626 人と平成 2年（1990 年）

に比べて 28,304 人減少しています。一方で、老年人口比率は平成 2 年（1990 年）から上昇し

続けており、平成 27 年（2015 年）では 34％となっています。 

また、総人口は減少している一方で、世帯数はほぼ横ばいの傾向であるため、1 世帯当たり

人員は減少しており、平成 2年（1990 年）には 3.0 人だった 1世帯あたり人員も平成 27 年（2015

年）では約 2.4人と減少しています。 

図 年齢３区分人口の推移
資料：国勢調査     

図 一般世帯数の推移       資料：国勢調査

少子高齢化・世帯人員の減少が進行しています 
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【就業人口】 

本市の第 2次産業の就業者比率は、全国平均、広島県平均よりも高くなっています。また、

第 2次産業就業者割合の推移をみると、広島県では減少しているものの、本市の割合はほぼ横

ばい傾向であり、「ものづくり産業」を基幹とした「ものづくり都市」となっています。 

産業別就業者割合の推移をみると、第 1次産業就業者の割合が低下する一方で、第 3次産業

就業者の割合が上昇しています。 

図 産業別就業者割合の比較

資料：平成 27年（2015 年）国勢調査  

図 産業別就業者割合の推移

資料：国勢調査 

第 2次産業の割合が高い「ものづくり都市」といえます 
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【通勤・通学流動】 

通勤流動

本市に居住する 15歳以上の就業者のうち、 80％が市内に通勤しており、市外への通勤割合

は 20％となっています。市外の主な通勤地は、福山市が最も多く 6,794 人で、次いで三原市、

府中市、愛媛県と続いています。 

一方、15歳以上の就業者のうち、本市に居住する者は 78％を占めており、市外からの通勤

者は、全体の 22％となっています。本市への通勤者は、福山市からが 7,410 人と最も多く、次

いで三原市、愛媛県、府中市と続いています。 

尾道市
51,196
80%

福山市
6,794
11%

三原市
2,529
4%

その他県内
1,641
3%

県外
979
1%

その他（不詳を含む）
820
1%

本市に居住する人の通勤地割合

尾道市

51,196
78%

福山市

7,410
11%

三原市

3,056
5%

その他県内

1,817
3%

県外

1,263
2%

その他（不詳を含む）

820
1%

本市へ通勤する人の居住地割合

市内での通勤・通学の割合が大きくなっています 

※図中の流入・流出は、主な市町との 

流動のみを表示 

図 就業者の流入・流出人口 

図 本市で従業する就業者の居住地割合 
資料：平成 27年（2015 年）国勢調査

図 本市に居住する就業者の従業地割合 

※不詳（708 人）を除く 

※不詳（820 人）を除く 
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通学流動

本市に居住する 15歳以上の通学者のうち、63％が市内へ通学しており、市外への通学割合

は 37％となっています。市外の主な通学地は、福山市が最も多く 873 人で、次いで三原市、広

島市、愛媛県と続いています。 

一方、15歳以上の通学者のうち、本市に居住する者は 75％を占めており、市外からの通学

者は、全体の 25％となっています。本市への通学者は、三原市からが 438 人と最も多く、次い

で福山市と続いています。 

資料：平成 27年（2015 年）国勢調査

尾道市
3,686
75%

三原市
438
9%

福山市
305
6%

その他県内

193
4%

県外

188
4%

その他（不詳を含む）

84
2%

本市へ通学する人の居住地割合

尾道市
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63%
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15%

三原市
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6%

その他県内

337
6%

県外

465
8%

その他（不詳を含む）

84
2%

本市に居住する人の通学地割合

図 本市に居住する通学者の通学地割合 

※図中の流入・流出は、主な市町との 

流動のみを表示 

※不詳（84人）を除く 

※不詳（76人）を除く 

図 本市に通学する通学者の居住地割
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産業

【農林水産業】 

農林水産業の市内総生産額はおおむね横ばいの傾向であり、農業の市内総生産額が最も高く

なっています。また、経営耕地面積は、減少傾向にあり、平成 7年（1995 年）から平成 27 年

（2015 年）で 4割以上の減少となっている一方、耕作放棄地の面積が増加しています。 

【工業】 

従業者 4 人以上の製造業の従業者数は、平成 23 年（2011 年）以降、減少傾向となっていま

したが、平成 26年（2014 年）に増加に転じています。また、製造品出荷額等は平成 20年（2008

年）以降横ばいの傾向にあります。 

製造品出荷額等の 45％をプラスチック製品製造業、20％を輸送用機械器具製造業が占めてお

り、本市の工業を代表する分野となっています。 

4,265 4,500 4,226 4,287
4,033 3,875

259
255 260 254 267

281
499 412 376 307 265 267

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
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4,000
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5,000

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

（百万円）

農業 林業 水産業

図 製造品出荷額等の推移 図 製造品出荷額等の内訳 

農林水産業 市内総生産額は横ばい傾向にあります 

図 農林水産業の総生産額の推移 図 経営耕地面積の推移 

資料：平成 26年（2014 年）工業統計調査 資料：工業統計調査 

※平成 23年は経済センサス「活動調査」 

製造品出荷額等及び従業者数は横ばい傾向にあります 

資料：平成 26年度広島県市町民経済計算結果 資料：農林業センサス 
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【商業】 

商業の従業者数及び事業所数は、昭和 63 年（1988 年）以降減少が続いています。卸売業と

小売業を合わせた年間商品販売額については、平成 3年（1991 年）以降減少傾向にあり、平成

26 年（2014 年）には 316,313 百万円となっています。 

図 従業者数、事業所数、年間商品販売額の推移

256,624
314,195 278,636 265,169 206,325 220,681 201,470

134,340
157,116 164,740 158,428

140,304 138,623

114,843

390,964 471,312 443,376 
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11,825
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年間商品販売額(卸売業) 年間商品販売額(小売業) 事業所数 従業者数

年間商品販売額は減少の傾向にあります 

資料：商業統計調査 
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【観光】 

観光客数は、年々増加しており、外国人観光客数も大幅に増加しています。 

また、本市は、2年連続で日本遺産にも認定され、今後も観光客数の増加が見込まれます。 

千光寺山をはじめとした尾道三山、ベッチャー祭や祇園祭等の祭・行事、西瀬戸自動車道や

中国横断自動車道尾道松江線を巡るサイクリングなど、数多くの観光資源を有しています。 

図 観光客数の推移

図 目的別総観光客数の推移
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資料：尾道市資料 

国内外を問わず観光客が増加しています 
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資料：広島県観光客数の動向 
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土地利用

【土地利用】 

昭和 51 年度（1976 年度）以降、宅地の割合は 6.0 ポイント上昇しており、特に新尾道駅や

東尾道駅周辺、向島中心部等の既成市街地周辺において、宅地化が進んでいます。 

農地

22.0%

森林

56.6%

水面・河川・水路

4.1%

宅地

13.5%

道路 1.3% その他 2.5%

農地

27.4%

森林

57.1%

水面・河川・水路

4.3%

宅地

7.5%

道路 0.3% その他 3.3%

宅地 割合 上昇しています 

図 尾道市土地利用状況 
資料：国土数値情報 

平成26年度 

昭和 51 年度 平成 26 年度 

昭和 51 年度 
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【人口集中地区】 

人口集中地区（DID 地区）の面積は平成 2年（1990 年）以降微増傾向にありましたが、平成

27 年（2015 年）に減少に転じています。また、平成 2年（1990 年）以降、人口密度は減少傾

向にあります。 

平成 27 年（2015 年）の人口集中地区を平成 2年（1990 年）と比べると、東尾道駅周辺や向

島の中心部付近で拡大傾向にある一方、旧尾道市街地や因島の南部等では縮小傾向にあります。 

人口集中地区 人口密度 低下しています 

図 人口集中地区の面積及び人口密度の推移 

資料：国土数値情報

図 人口集中地区の変遷 

資料：国勢調査 

人口集中地区とは 

DID 地区とも呼ばれ、1ha 当た

り 40 人以上の人口の地区が互

いに隣接した合計 5,000 人以

上となる地区のことです。 
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（参考）人口集中地区拡大図 

図 向島地域 図 因島地域南部 

図 新尾道駅および尾道駅周辺 図 東尾道駅周辺 
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【用途地域】 

本市の人口の 64％は市街化区域及び用途地域内に居住しており、国道 184 号や国道 2号の尾

道バイパス、向島や因島の国道 317 号、瀬戸田の県道 81 号線等の幹線道路沿線に、住居系の

用途地域を指定しています。 

また、尾道駅や土生港周辺では、商業系の用途地域を指定しています。 

人口の半数以上が用途地域内に居住しています 

資料：国土数値情報 図 用途地域 

表 行政区域に対する人口比率 

※平成 27年（2015 年）国勢調査 

人口

(人)

人口

比率

面積

（ha）

人口密度

(人/ha)

138,626 100% 28,509 4.9

都市計画区域 130,325 94% 16,917 7.7

市街化区域・用途地域 104,327 75% 2,940 35.5

92,969 67% 7,387 12.6

市街化区域 78,884 57% 2,010 39.2

5,979 4% 2,278 2.6

用途地域 - - - -

31,377 23% 7,252 4.3

用途地域 25,443 18% 930 27.4

8,301 6% 11,592 0.7都市計画区域外

備後圏都市計画区域

御調都市計画区域

因島瀬戸田都市計画区域

行政区域
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旧尾道市

4,304

59%
旧因島

1,383

19%

旧向島

786

11%

旧瀬戸田

549

7%

旧御調

331

4%

住宅

【空き家】 

空き家総数は、増加しており、空き家率は平成 25年（2013 年）で 18.2％と広島県の空き家

率を上回っています。 

また、尾道市空家等実態調査によると、市内の空き家の件数は 7,353 件となっています。地

域別の空き家件数は、旧尾道市が 4,304 件と最も多く、次いで旧因島市が 1,383 件となってい

ます。 

図 空き家の推移

   ※平成 15年（2003 年）以前のデータは旧尾道市、旧因島市の合計値

   ※空き家総数は、長期不在となっている空き家に加え、賃貸用住宅や売却用住宅の空き家を含む。

4,860 4,920
6,950 7,500

11,980 12,590

10.5% 10.0%

13.6%
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17.3%
18.2%

9.9%
10.7%

13.1% 13.5%
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15.9%

0.0%
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8.0%
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16.0%

20.0%

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

昭和63年 平成5年 平成10 年 平成15 年 平成20 年 平成25年

（戸）

尾道市空き家総数 尾道市空き家率 広島県空家率

空 家率 増加傾向    空 家 半数以上 旧尾道市に立地     

平成 17 年（2005 年）：御調町、向島町 合併

平成 18 年（2006 年）：因島市、瀬戸田町 合併

単位：件 計：7,353 件 

図 空き家件数（平成 27年度調査） 資料：尾道市空家等実態調査 

＜用語の定義＞

空き家：一戸建ての専用住宅及び店舗併用住宅、

共同住宅（全室あいているマンション、

アパート及び長屋）、事務所、工場等で、

居住その他の使用がなされないことが常

態となっているもの。

資料：住宅・土地統計調査 
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【建築年次】 

居住されている住宅のうち、半数以上は旧耐震基準（昭和 56 年（1981 年）以前）に基づい

て建築されたものであり、これらの住宅は、大地震等の災害時に、倒壊の危険性が高くなって

います。 

図 建築時期の割合

昭和35年以前

17%

昭和36年～45年

14%

昭和46年～55年

20%昭和56年～平成２年

15%

平成３年～７年

7%

平成８年～12年

8%

平成13年～17年

7%

平成18年～22年

8%

平成23年～25年９月

4%

計:26,670 
計:27,950 戸 

資料：平成 25年（2013 年）住宅・土地統計調査 

※ただし、不明は除く 

旧耐震基準 基   建    住宅 半数以上 占     
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利用交通手段が

2種類以上

道路・交通

【交通環境】 

利用交通手段構成率の推移をみると、平成 2年（1990 年）から平成 12 年（2000 年）の 10

年間で自動車の構成率が 10 ポイント以上増加しており、その後はゆるやかな増加傾向にあり

ます。また、二輪車の構成率は減少傾向にありますが、広島県と比べてもその構成率は高い状

況となっています。公共交通機関の構成率は、平成 2年（1990 年）以降あまり変化していませ

んが、広島県と比べ低い割合で推移しています。 

図 利用交通手段構成率の推移

平成 21 年度（2009 年度）以降の JR各駅の 1日あたりの乗者人員をみると、いずれの駅も横

ばいとなっています。 

図 鉄道駅乗車人員の推移
資料：尾道市資料 

自動車 二輪車での移動に依存しています 

資料：国勢調査 
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尾道港の乗降員数は、近年減少傾向にあり、平成 20 年（2008 年）には、20万人程度ですが、

現在では、14万人程度にまで減少しています。 

図 尾道港の乗降員数推移

【道路の整備状況】 

平成 28 年度（2016 年度）時点における本市の都市計画道路の整備状況は、自動車専用道路、

区画街路及び特殊街路において整備率 100％となっています。 

幹線街路を含めた都市計画道路では、総延長の 81％が整備済みで、広島県全体と比較して高

い整備率となっています。 

また、市道の改良率は、平成 20 年（2008 年）以降微増しています。 

図 都市計画道路の整備状況 

図 市道の改良状況

都市計画道路 広島県全体及 備後圏 比較  高 整備率       

資料：尾道市資料 

資料：港湾統計資料 

資料：尾道市資料 

市内道路整備状況 （単位　  km,％）

年度 実　延  長 改 良 済 改 良 率

平成20年度 1,342.15 723.60 53.9%

平成21年度 1,343.19 724.88 54.0%

平成22年度 1,348.41 729.61 54.1%

平成23年度 1,350.53 733.18 54.3%

平成24年度 1,351.80 735.64 54.4%

平成25年度 1,351.92 736.01 54.4%

平成26年度 1,353.50 739.48 54.6%

道路の区分 計画延長(km) 整備済延長(km) 整備率

自動車専用道路 22.44 22.44 100%

幹　線　街　路 63.72 46.57 73%

区　画　街　路 1.16 1.16 100%

特　殊　街　路 3.69 3.69 100%

　計 91.01 73.86 81%

改良率：

車道幅員が 5.5ｍ以上に改良された道（改良済

道路）の延長の、道路全延長に対する比率
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【交通渋滞の状況】 

主要幹線道路である国道2号尾道バイパスと国道184号の交差点部である栗原インター南や

高須インター（南）では慢性的な渋滞が発生しています。 

 また、向東町の二番潟や大原（南）等の尾道大橋流入部においても、朝夕の通勤ラッシュ時

の交通渋滞で円滑な移動ができない状態となっています。

慢性的な交通渋滞が発生しています 

資料：中国地方整備局（①、②）

   尾道市資料（③～⑨） 

① 栗原インター南 ⑥ 二番潟 

② 高須インター（南） ⑦ 東西橋 

③ 今宮東 ⑧ 長江口 

④ 尾道バイパス東口 ⑨ 向峠ガード 

⑤ 大原（南）   

図 主要渋滞ポイント 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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【事前通行規制の状況】 

大雨や強風時に通行規制となる区間は市内に 5区間あり、大雨の際に通行規制となる区間は

4 区間、強風時に通行規制となる区間は 2 区間となっており、災害時に周辺地域との分断が懸

念されます。 

災害時 周辺地域  分断 懸念    

図 事前通行規制区間 

①
②

③

④

⑤ 

 道 路 名 規制基準（通行止め） 

① 
一般県道 

吉田丸門田線 時間雨量:40mm/h 

日雨量:120mm/24h ② 
一般県道 

下川辺尾道線 

③ 国道317号(尾道大橋) 
風速:15m/s(歩行者・二輪車) 

風速:25m/s(車両) 

④ 
西瀬戸自動車道(瀬戸

内しまなみ海道) 

時間雨量:40mm/h 

日雨量：250mm/24h 

風速:25m/s 

⑤ 
一般県道 

西浦三庄田熊線 

時間雨量:40mm/h 

日雨量:120mm/24h 

資料：ひろしま道路ナビ、

本四高速ドライバーズサイト
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その他の都市施設

【公園】 

千光寺公園やびんご運動公園等の特色ある公園のほか、街区公園等の身近な公園も都市公園

等として整備しており、緑地や広島県が所有する公園等を含めると、都市計画区域内の公園面

積は 129.91ha、90 箇所となります。市民 1人あたりの公園面積は、9.3m2/人となり、広島県平

均の 12.5m2/人と比べ、小さくなっています。 

【下水道】 

平成27年度（2015年度）末時点で、計画されている本市の公共下水道全体計画区域は1,881ha

ですが、公共下水道及び特定環境保全公共下水道の供用されている処理区域は 211ha、供用開

始人口は 16,932 人であり、下水道人口普及率は 11.9％となっています。 

その他、農業集落排水や漁業集落排水も整備されています。 

1 人あたりの公園面積は、広島県平均に比べ小さくなっています 

公共下水道の整備が遅れています 

資料：平成 28年（2016 年）尾道市資料 

※下水道人口普及率：供用開始人口/行政区域人口 

資料：平成 28年（2016 年）尾道市資料 

図 下水道整備区域 
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防災

南海トラフ巨大地震が発生した際、震度 5強以上の揺れが全市的に想定されており、大規模

な被害が懸念される地域があります。また、広域的に、液状化のおそれがある地域があります。

地震や土砂災害等   大規模 被害 懸念   地域     

資料：尾道市総合防災マップ 

図 震度分布図（想定地震：南海トラフ巨大地震） 
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広範囲に急傾斜地崩壊危険箇所等が指定されており、近年の集中豪雨等に伴い、大規模な土

砂災害が懸念されています。

また、現在でも沿岸部では高潮等による浸水被害が発生しているところもあります。

資料：土砂災害ポータルひろしま 

図 土砂災害危険区域図 
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２．２ 上位・関連計画

１．都市計画区域マスタープラン
「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画区域マスタープラン）」とは、都

市計画区域を対象として、広島県が広域的な見地から、都市計画の目標や区域区分の有無、

主要な都市計画の決定方針等を定めるものです。

本市では、「備後圏都市計画区域」、「御調都市計画区域」、「因島瀬戸田都市計画区域」の 3

つの都市計画区域が指定されており、それぞれ都市計画区域マスタープランが策定されてい

ます。

【主要な都市計画の決定の方針】 

第１節 土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針

 ○様々な都市機能の拠点への集約 

○環境負荷の少ない交通体系への転換の促進 

 ○都市中心部における開発行為の適切な規制・誘導 

○緑地等も含めたまちなみの適正な保全 

○地域の位置付け 

「広域拠点」：都市機能及び一部高次都市機能の集積を図り、中枢拠点の都市機能を一部分担す

る拠点 

○まちづくりの方向性 

・広域観光の振興や広域物流機能の強化と産業集積の推進 

・都市機能を集積した集約型都市構造の形成 

・回遊性の高い観光都市の形成 

・災害に強いまちづくりの推進  

・ユニバーサルデザインに配慮したまちづくりの推進 

（１）備後圏都市計画区域マスタープラン（平成 23 年（2011 年）5月策定） 
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（２）御調都市計画区域マスタープラン（平成 23 年（2011 年）5月策定） 

○地域の位置付け 

「地域拠点」： 中枢、広域、都市拠点による機能補完を受けつつも、日常生活面での都市機能を

集積する拠点 

○まちづくりの方向性 

・都市部との交流促進による活力ある都市づくりの推進 

・日常生活活動等を支える地域拠点としての機能強化 

・観光資源を有効に活用した個性ある都市づくりの推進 

・災害に強いまちづくりの推進 

・ユニバーサルデザインに配慮したまちづくりの推進

【主要な都市計画の決定の方針】 

第１節 土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

 ○開発動向を注視した、無秩序な土地利用の進行の抑制 

○定住機能の充実と広域的な交流促進に向けた合理的かつ計画的な土地利用の促進 

第２節 都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

１．交通施設 

○インターチェンジを念頭においた交通基盤整備の推進 

 ○区域内における拠点間ネットワークの強化 

○緊急輸送道路の計画的な整備 

 ○区域内の各地域を結ぶ利便性の高い生活交通体系の確立

２．下水道及び河川 

○市街地における公共下水道整備の推進 

 ○その他地域における小型合併処理浄化槽の整備の促進 

 ○河川の氾濫などの災害を抑制する治水対策の推進

○自然と触れ合う場として活用できる河川環境の整備と保全 

 ○急傾斜地崩壊対策の推進と土石流災害の防止・軽減

第２節 都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

１．交通施設 

 ○福山市などの高次都市機能を有する都市と各拠点間のアクセス強化 

 ○緊急輸送道路の計画的な整備 

○拠点内における渋滞緩和に向けた環状道路、バイパスの整備 

 ○都市中心部における環境負荷の少ない交通体系への転換の促進 

 ○ユニバーサルデザインに配慮した情報の提供・発信による公共交通機関の利便性の向上 

２．下水道及び河川 

 ○地域環境の整備と公共用水域の水質の保全 

○都市内における河道改修等の治水対策の推進 

 ○沿岸部における高潮堤防や防潮水門の整備の推進 

 ○市街地及びその周辺の河川における自然と触れ合う場として活用できる河川環境の整備と保全 

第３節 市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針

 ○都市部における土地の高度利用や低・未利用地の有効活用の促進 

 ○土地利用や道路・公園などの都市施設に関する都市計画との整合性、一体性の確保と市街地

開発事業の活用による良好な市街地の形成 

第４節 自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針 

○恵まれた自然的環境を保全・活用した緑地の配置 

○市街地の拡大を適切に誘導・規制し、郷土景観の骨格を構成する緑地の配置

○良好な都市景観を創出する緑地の配置 

 ○緑のネットワークを形成するような緑地の配置 

第５節 歴史・景観に配慮した都市計画の決定の方針

○歴史・文化的な空間と生活の場としての空間を調和させた一体的な都市景観の形成 

 ○歴史的なまちなみの保全に向けた景観法、歴史まちづくり法等による施策の活用   
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（３）因島瀬戸田都市計画区域マスタープラン（平成 26 年（2014 年）3月策定） 

○地域の位置付け 

「都市拠点」： 都市機能の集積を推進し、広域拠点による機能補完を受けつつも、一定程度の独

立性を持つ拠点 

○まちづくりの方向性 

・広域観光の振興や広域物流機能の強化   

・市中心部との連携強化を図るための交通ネットワーク機能の強化 

・広域的な交流促進とにぎわいのあるまちづくりの推進 

・多島美の景観を活かしたまちづくりの推進 

・災害に強いまちづくりの推進 

・ユニバーサルデザインに配慮したまちづくりの推進 

【主要な都市計画の決定の方針】 

第１節 土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

 ○しまなみ交流の促進のための既成市街地を中心とした土地の高度利用の促進 

○既成市街地における公共空間の確保   

○良好な自然と海岸線の保持、耕作放棄地の増加に対応した合理的な土地利用の推進 

第２節 都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

１．交通施設 

○各地区から瀬戸内しまなみ海道のインターチェンジへのアクセス向上と安全で快適な道路

網の形成 

○緊急輸送道路の計画的な整備 

○環境負荷の少ない交通体系への転換の促進 

 ○ユニバーサルデザインに配慮した情報の提供・発信による公共交通機関の利便性の向上

２．下水道及び河川 

○公共下水道等の適切な整備の促進 

○河川の氾濫や高潮などの災害抑制

○自然と触れ合う場として活用できる河川環境の整備と保全 

 ○急傾斜地崩壊対策の推進と土石流災害の防止・軽減

第３節 市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針

 ○良好な市街地形成を促進する市街地開発事業の活用 

第４節 自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針 

○都市内に残されている山林や田園、住宅地周辺の樹林地等の積極的な保全 

 ○自然的環境が有する各種機能の有効活用

第５節 歴史・景観に配慮した都市計画の決定の方針

○歴史・文化的な空間と生活の場としての空間を調和させた一体的な都市景観の形成 

 ○歴史的なまちなみの保全に向けた景観法、歴史まちづくり法等による施策の活用

第３節 市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針

 ○良好な市街地形成を促進する市街地開発事業の活用 

第４節 自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針 

○市街地外周を取り囲む山林や河川等の自然的景観の適切な保全 

○都市内に残されている山林や田園、住宅地周辺の樹林地等の積極的な保全 

 ○自然的環境が有する各種機能の有効活用

第５節 歴史・景観に配慮した都市計画の決定の方針

○歴史・文化的な空間と生活の場としての空間を調和させた一体的な都市景観の形成 

 ○歴史的なまちなみの保全に向けた景観法、歴史まちづくり法等による施策の活用
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２．尾道市総合計画 基本構想
本市における、将来の健全な発展と、市民生活の安定及び生活環境向上を図るための総合

的かつ長期的なまちづくりの指針として、尾道市総合計画を策定しています。

元気あふれ 人がつながり 安心して暮らせる 

 誇れるまち 『尾道』 

（２） まちづくりの考え方と都市像（抜粋）

（１） まちづくりの考え方

①多様で豊富な人財 

本市の地域を支える多様な人々や、その人々が取り組ん

でいる活動を、本市の魅力として活かし、育てていきます。 

②歴史と文化に育まれた資源 

 本市が将来にわたって持続的に発展していくため、歴史

と文化に育まれた資源を魅力として活かしていきます。 

③交流を支える広域拠点性 

 本市は、瀬戸内の十字路に位置し、広域的な交流拠点と

しての優位性を有しています。今後も、拠点性の高さを本

市の魅力として活かしていきます。

○本市が将来目指すべき都市像を「元気あふれ 人がつながり 安心して暮らせる ～誇れ

るまち 『尾道』～」と掲げ、尾道らしい、尾道だからこそできる独創的なまちづくりを

展開することにより、市民が誇れるまちの実現を目指します。

【都市像】 

（３） まちづくりの基本的方向（抜粋） 

①産業の活力があふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり 

 ・本市が将来にわたって発展し続けるため、本市の基幹産業である製造業の継続的な発展を促進

するとともに、中小企業の活性化、新たな産業の創出など、地域経済を支える産業の創造が求

められます。 

・瀬戸内の十字路に位置する本市の交流拠点の優位性を活かし、観光消費の拡大や外国人観光客

の受入れ体制の強化等の観光振興策を推進するなど、交流の拡大による地域の活性化が求めら

れます。 

②魅力ある人材が育ち、地域に愛着と誇りを持てるまちづくり 

 ・人口減少社会が本格的に到来する中で、地域の将来を支える人材の育成がこれまで以上に重要

となるため、市民との協働を一層推進し、地域コミュニティの活性化が求められます。 

③誰もが安全・安心で快適に住み続けられるまちづくり 

 ・市民の生命や財産を守り、快適な日常生活を支える生活基盤の維持更新が求められているとと

もに、地域全体が連携して、防犯・防災等の安全対策に取り組み、安全な暮らしを維持向上し

ていくことが求められています。 

○本市が将来も発展していくために、本市の持つ「人財」「資源」「広域拠点性」の 3つの『尾

道オリジナル』をさらに高めていくことで、独創的なまちづくりを展開していきます。
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２．３ 市民意識調査
本計画の策定にあたり、市民の意向を把握して計画に反映させるため、平成 28 年（2016 年）

6 月 24 日～7月 8 日に市民意識調査（以下、「アンケート調査という。」）を実施しました。市

内全域に 3,000 通の調査票を配布し、1,189 通(回収率 39.6%)を回収しました。調査結果の概

要を以下に示します。 

調査の実施概要 

◆調査内容 

現在のまちの状況を受けて市民ニーズや課題等を把握し、地域別住民の「満足度」「重要度」

の検証及び、まちづくりの方向性を把握するため、アンケート調査を行った。

◆調査方法 

○調査対象者 

平成 28 年（2016 年）6月 1日現在で 18 歳以上の市民 3,000 名（無作為抽出） 

○実施方法 

調査票配布方法：郵便

調査票回収方法：郵便（尾道市役所宛て）

○実施期間 

調査票発送日：平成 28年（2016 年）6月 24 日（金） 

調査締切日 ：平成 28年（2016 年）7月 8日（金） 

（集計・分析は 8月 1日（月）までにまちづくり推進課に到着したものを対象とした。） 

○調査票の回収結果 

有効回収数は 1,189 票（有効回収率は 39.6％） 

アンケート配布数 アンケート回収数 回収率

尾道市 3,000 1,189 39.6%

旧尾道市 1,860 711 38.2%

旧御調町 150 50 33.3%

旧向島町 300 137 45.7%

旧因島市 510 209 41.0%

旧瀬戸田町 180 66 36.7%
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男

43.7%

女

53.3%

無回答

3.0%

18歳～19歳

1.3% 20歳～29歳

5.8%

30歳～39歳

9.3%

40歳～49歳

11.4%

50歳～59歳

15.4%60歳～69歳

23.0%

70歳～79歳

19.6%

80歳以上

11.3%

無回答

3.0%

尾道地域中部

22.2%

尾道地域東部

13.1%

尾道地域西部

10.3%

尾道地域北部

8.7%

御調地域

4.3%

向島地域

18.0%

因島地域北部

7.8%

因島地域南部

9.2%

生口島地域

6.4%

１．回答者の属性 
回答者の性別は男性 43.7％、女性は 53.3％と女性が多く、男女比（男性/女性）は 0.82

となりました。また、年齢は 18～19 歳の割合が 1.3％と最も低く、60 歳～69 歳の割合が

23.0％と最も高くなっています。60 歳以上の高齢者の割合が 53.9％と半数以上を占めて

います。 

居住地ごとの回答率は尾道地域中部が 22.2％と最も多く、次いで向島地域、尾道地域東

部となっています。 

■性別                  ■年齢 

■居住地 

図 アンケート調査結果集計における地域区分 

N=1,154 

N=1,173 

N=1,153 
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２．まちづくりに対する満足度と重要度
   本市が行う取り組みについて、現状の満足度と今後のまちづくりを行う上での重要度を

それぞれ数値化し、横軸に満足度、縦軸に重要度を示す分布図を作成し、分析を行いまし

た。 

◆「ごみや CO2排出等の環境問題」や「道路整備」、「騒音等の環境問題」は、満足度、重

要度ともに高くなっています。 

◆「歩行者の安全性」や「街灯等の設置」等の安全性に関わる項目の重要度はいずれも高

くなっており、中でも「災害対策」の重要度が最も高くなっています。一方で満足度に

ついては、いずれも低くなっています。 

◆「自然景観」や「まちなみ景観」、「観光によるにぎわい」等の満足度は高くなっている

ものの、重要度は低くなっています。 

◆「娯楽施設等のにぎわい」や「スポーツ施設のにぎわい」等は、満足度、重要度ともに

低くなっています。 

※算出方法 

「満足・重要：2点」、「やや満足・やや重要：1 点」、「どちらでもない：0 点」、「やや不満・あまり重要

でない：-1点」、「不満・重要でない：-2 点」とし、合計得点を算出し、項目の平均値やばらつきを考慮

し、満足度および重要度を算出した。 
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3．生活行動
最寄り品の買い物は、尾道地域中部、尾道地域東部、向島地域では自地域内が多くなっ

ていますが、御調地域や生口島地域では他の地域へ移動する人が多くなっています。

買回り品については、尾道地域中部への移動が多くなっており、因島南部や福山市への

移動も見受けられます。

交通手段は、自家用車が大半を占めています。

■買回り品 

■最寄り品 

※最寄り品：野菜・魚・肉等の食品、日用雑貨品、化粧品、雑誌等、身近な店舗において、手ごろな価格

で少量ずつ高い頻度で購入する商品。

※買回り品：その商品を買うために複数の店を見て回り、価格や仕様、デザイン等を比較して決める商品。

ファッション性の高い衣料品、電化製品、家具等。

●最寄り品の買い物に用いる交通手段 
N=1,189 

●買回り品の買い物に用いる交通手段 

N=1,189 



34 

4．自家用車を使わず行ける場所に必要と感じる日常生活サービス施設
   自家用車を使わず行ける場所に必要と感じる日常生活サービス施設は、「スーパーマー

ケットや商店街」が最も多く、次いで医療施設や金融機関となっています。 

5．人口減少や少子高齢化の進行によって将来心配されること
人口減少等により、「バス路線等が削減され、人の移動が不便になる」ことや、「税収の

減少等により、行政サービスが低下する」ことが心配されています。

■自動車を使わず行ける場所に必要と感じる日常生活サービス施設 

■人口減少や少子高齢化の進行によって、将来心配されること 
N=1,189 

N=1,189 
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住みなれた地域に住み続けたい

31.4%

今は住みなれた地域を離れる気は

ない

31.7%

どちらともいえない

26.0%

住みなれた地域を離れて、市内の

便利な地域で暮らしたい

4.9%

住みなれた地域を離れて、市外の

便利な地域で暮らしたい

6.0%

6．お住まいの地域での居住意向と将来像
人口減少や少子高齢化が進行し、将来バス路線等が削減され人の移動が不便になる等の

心配が生じたとしても、60％以上の人が「住みなれた地域に住み続けたい」「今は住みな

れた地域を離れる気はない」と考えています。 

また、半数以上の人が住んでいる地域について、「海や山などの豊かな自然環境を大切

にしながら、地域住民のための生活基盤が確保されたまち」になることを求めています。 

■人口減少や少子高齢化が進行し、人の移動が不便になる等が生じた際の居住意向 

■人口減少や少子高齢化が進行する中で、お住まいの地域の将来像 

N=1,189 

N=1,113 
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２．４ 現行計画の検証
現行の都市計画マスタープラン及び新市建設計画で示していた方針の達成状況について、そ

の成果と課題を分野別（土地利用、市街地整備、道路・交通、緑地・景観・環境、都市防災、

その他都市施設）に振り返り、検証を行いました。

【土地利用】 

地域特性に応じた土地利用や土地区画整理事業等に

より、土地の有効活用や良好な生活環境の形成等を図っ

てきました。

一方、尾道地域中部をはじめとして、密集市街地や斜

面市街地においても老朽化した空き家が増加するなど、

生活環境の悪化が懸念されています。また、住宅と工場

が近接して立地している地区で、住環境と操業環境の調

和が求められています。

さらに、既成市街地内で、土地の有効活用が進んでい

ない地区もあることから、引き続き、土地利用と用途地

域の検討が求められています。

【市街地整備】 

市街地再開発事業や流通団地整備事業等を推進し、中

心市街地の活性化や拠点機能の向上を図ってきました。

また、土地区画整理事業により、平原団地や竜王台団地

等の整備を行い、計画的な市街地整備を進めてきました。

一方、密集市街地や斜面市街地を中心にインフラ整備

が遅れている地域があり、引き続き、市街地の整備が求

められています。

【道路・交通】 

高規格幹線道路や地域高規格道路に位置づけられて

いる山陽自動車道や都市計画道路である尾道三次線（中

国横断自動車道尾道松江線）、福山尾道三原線（尾道バ

イパス等）、幹線道路の新浜美ノ郷線（国道 184 号バイ

パス）、長江線など、自動車交通の円滑化を図るため、

機能に応じた体系的な道路網の整備を推進し、安全で快

適な道路空間の確保に取り組んできました。

また、バス路線や航路の維持等に努め、公共交通網の

維持・強化を図りましたが、バス路線や航路の便数が減

少していることや高齢化が進展していることから、引き

続き、生活交通手段の維持・確保が求められています。

一方、周辺地域と連絡する都市計画道路の中には、未

区画整理された住宅市街地

都市計画道路尾道三次線

（中国横断自動車道尾道松江線）

尾道北 IC付近
〔写真提供：国土交通省福山河川国道事務所〕

計画的な土地利用の推進による
拠点性が向上した新尾道駅周辺
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整備区間もあります。また、新たな交通渋滞の発生箇所

への対策も求められています。

【緑地・景観・環境】 

景観計画策定や景観条例制定等により、良好な景観の

保全を図るとともに、歴史的風致維持向上事業を進め、

まちなみ景観の維持・保全を図りました。

また、千光寺公園や尾道東公園、因島運動公園等の公

園・緑地の整備により、市民に身近な緑の創出や多目的

競技場の整備を行いました。あわせて、地区計画等によ

り、市街地内の緑の保全に取り組みました。

今後も、良好なまちなみ景観や自然景観、自然環境の

保全に取り組むとともに、憩いと潤いをもたらす計画的

なみどり空間の確保が、引き続き必要です。

都市公園についても、利用者のニーズを踏まえ、役割

に応じた、公園整備が求められています。

【都市防災】 

緊急輸送道路や避難場所・避難路の整備、高潮対策等

のハード整備と自主防災組織等によるソフト対策を行

い、防災まちづくりを推進してきました。

引き続き、緊急輸送道路となる道路整備や土砂災害、

高潮対策事業等の防災基盤の整備を推進するとともに、

自主防災組織の拡大・充実など、ソフト対策を継続する

必要があります。

また、南海トラフ巨大地震への対応や各種都市防災へ

の備え、新たな課題への対応も必要です。

【その他の都市施設】 

生活基盤施設である上下水道の整備を継続的に推進してきました。

今後も引き続き、これらの施設の維持・修繕を計画的に進めるとともに、公共下水道につ

いては、整備計画を含めた全体計画区域の再検討が求められています。

駐車場については，土地区画整理事業や市街地再開発事業等により、計画的に整備してき

ました。

引き続き、民間駐車場を含めた、実情に応じた適切な駐車場の配置が必要です。

高潮対策整備後の尾道水道護岸

向島から見た中心市街地等の
良好な景観
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２．５ 最新のまちづくりの動向

１．国土のグランドデザイン2050

２．改正都市再生特別措置法

「国土のグランドデザイン 2050」におけるまちづくりの方向性

・本格的な人口減少社会の到来、巨大災害の切迫等に対する危機意識の共有 

・2050 年には、現在の居住地域の 6割以上の地域で人口が半分以下に減少 

・質の高いサービスの効率的な提供や新たな価値創造のため、コンパクト(集約化)+ネットワ

ーク(連携)により、「新しい集積」を形成 

・日常生活に不可欠な機能を歩いて動ける範囲に集め、周辺地域とネットワークでつなぐ「小

さな拠点」を形成し、公共交通ネットワークによる連携

「改正都市再生特別措置法」におけるまちづくりの方向性

・都市全体の構造を踏まえながら、居住者の生活を支えるコンパクトなまちづくりとして「多

極ネットワーク型コンパクトシティ化」が必要 

・市町村が策定する「立地適正化計画」の中で、生活サービス機能の計画的配置を図る「都市

機能誘導区域」や、まとまった居住の推進を図る「居住誘導区域」を設定し、都市機能や居

住の誘導を図る。

出典：国土のグランドデザイン 2050 の概要（国土交通省） 

出典：改正都市再生特別措置法（国土交通省） 

■改正都市再生特別措置法におけるまちづくりのイメージ 

■国土のグランドデザイン 2050 におけるまちづくりのイメージ 
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３．都市の低炭素化の促進に関する法律（エコまち法）

４．改正地域公共交通活性化再生法

「エコまち法」におけるまちづくりの方向性

・地球環境に優しい暮らし方や、少子高齢社会における暮らし方など、新たな視点を持ち込み、

住民や民間事業者と一体となったコンパクトなまちづくりに取り組む。 

・自家用車に過度に頼ることなく、身近に集積された日常生活に必要なまちの機能に、公共交

通によりアクセス可能なコンパクトなまちづくりを進める。 

・市町村が「低炭素まちづくり計画」を策定し、都市機能の集約化、公共交通機関の利用促進、

建築物の低炭素化、緑・エネルギーの面的管理・利用促進を図る。 

「改正地域公共交通活性化再生法」におけるまちづくりの方向性

・本格的な人口減少社会における地域社会の活力維持・向上を目標 

・コンパクトシティの実現に向けたまちづくりとの連携、地域全体を見渡した面的な公共交通

ネットワークの再構築を支援

出典：改正地域公共交通活性化再生法（国土交通省） 

■コンパクトなまちづくりと一体となった公共交通の再編のイメージ 

■エコまち法におけるまちづくりのイメージ 

出典：都市の低炭素化の促進に関する法律（国土交通省） 
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２．６ まちづくりの課題
本市のまちづくりを取り巻く状況やアンケート調査、現行計画の検証、地域別会議、現行の

総合計画の数値目標を踏まえ、市全域を見渡した視点からまちづくりの課題を整理しました。

◆土地利用の適正な誘導 

人口減少、少子高齢化の進行や価値観等が大きく変化しており、工業地における複合店舗の

立地など、これまでにはなかった土地利用が生じています。これらの状況に適切に対応し、ま

ちの活力を持続的に発展させていくため、上位計画と連携した適切な土地利用の誘導が求めら

れます。 

また、土地利用の現状と用途地域の指定が一致していない地区の解消を図るため、実情を踏

まえた土地利用の適正な誘導も必要となっています。

◆都市防災上危険な地区への対応 

密集市街地や斜面市街地が多く存在し、本市特有のまちなみを形成している一方で、防災上

課題のある地区もあることから、地域住民の意向を踏まえ、老朽家屋の建替え等により、これ

らの地区への対応が必要と考えられます。

◆空き家・空き地等の有効活用 

空き家件数は増加の一途をたどっており、空き家等の発生抑制、適正管理、利活用促進、除

却・跡地活用等の対応が求められています。特に市街地内の低未利用地については、有効活用

が必要となっています。また、ライフスタイルが多様化する中、自然豊かな場所に住みたいと

望まれる声もあることから、市街化調整区域においても、空き家や低未利用地の有効活用が必

要となっています。

◆市街地の適正な誘導 

近年、人口集中地区における人口密度が低下する一方で、新規住宅確保のため、住宅地が郊

外に向けて低密度に拡大している状況にあります。今後、人口減少が見込まれる中においても、

これらの状況が続くことが想定され、地域の状況を勘案した上で、土地利用の効率化を進める

ことが必要となっています。

◆都市間を広域的に連絡する広域幹線道路網の整備・活用 

山陽自動車道や西瀬戸自動車道、中国横断自動車道尾道松江線の 3つの高規格幹線道路の整

備により、広域的な幹線道路網が確立され、これらの道路網を活用した交流・連携が活発に行

われています。

しかし、多くの市民が利用している国・県道の幹線道路（都市計画道路）では未整備の区間

があり、整備促進が必要となっています。

◆地域間を連絡する幹線道路網の整備・充実 

隣接都市と連絡する幹線道路等の未整備区間の整備を促進するとともに、交通渋滞が発生し

ている箇所等の交差点改良や道路線形不良箇所の改良を行うなど、都市の骨格となる都市計画

課題２：地域内外を結ぶ道路・交通ネットワークの強化（道路・交通） 

課題１：土地利用の適正な誘導（土地利用） 
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道路網の整備・充実が必要となっています。

◆生活に密着した都市計画道路の整備 

アンケート調査によると、歩行者の安全性に関する満足度が低く、重要度が高い状況にある

ため、歩道の整備やバリアフリー化等の歩行者等の安全性の確保につながる生活に身近な都市

計画道路等の整備が必要となっています。

また、日常生活の交通手段は自家用車が大半を占めており、今後の高齢化の進行によって、

生活交通の維持が求められています。 

◆生活基盤施設の適正な整備・維持管理 

公共下水道の整備が遅れているため、公共下水道全体区域の再検討や効率的な下水道整備、

合併処理浄化槽整備など、地域の特性を踏まえた汚水処理を進め、快適な生活環境の改善が必

要となっています。

また、都市公園・緑地は、子どもの安全な遊び場や高齢者の憩いの場として、良好な住環境

の形成に大きく寄与しています。今後も、既存の都市公園・緑地の長寿命化を図り、未整備の

都市公園・緑地等については、利用者のニーズと役割を勘案しつつ、整備を進めることが求め

られています。

◆ユニバーサルデザインを重視したまちづくり 

従来のバリアフリーの視点に加え、近年の外国人観光客を含めた観光客の増加を視野に入れ、

多数の利用が見込まれる交通拠点や都市施設等におけるサイン、ピクト表示等の整備に取り組

むなど、ユニバーサルデザインを普及していく必要があります。

◆地震被害を最小限に抑える災害に強い都市の構築 

今後、発生が想定されている南海トラフ巨大地震等の大規模災害から、人命と財産を守るこ

とが重要であり、地域の防災拠点を相互に連絡する緊急輸送道路の沿道の無電柱化や、建物の

耐震化が求められています。

また、都市防災上危険の高い地区の被害を最小限に抑えるため、準防火地域の指定の継続や

空き家等の対策による防災性の向上が必要となっています。

◆土砂災害や洪水等の対策 

本市では、平成 28年（2016 年）の豪雨により、多数の土砂崩れを記録しました。また、台

風や大雨の際に、河川の氾濫や高潮等による被害も懸念されているため、土砂災害危険箇所へ

の対策や河川の浸水対策、ハザードマップの周知を徹底するなど、ハード・ソフトを組み合わ

せた対策をしてきました。 

これらに加え、引き続き、都市防災の対策強化が必要となっています。 

課題４：災害に強いまちづくり（防災） 

課題３：快適な生活環境の整備（都市基盤・福祉） 
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◆良好な景観の保全・活用

本市が有する歴史的なまちなみ景観や豊かな自然景観の保全への取組が日本遺産の認定へ

結びついています。

アンケート調査によると、自然景観やまちなみ景観に対する満足度は高く、今後も、継続的

な景観の維持・保全を図るとともに、自然とのふれあいの場を創出する親水空間の整備が求め

られています。

また、歴史的風致の保全が求められる地区の空き家は、有効活用を図るなど、良好な景観の

保全や活用が必要となっています。

◆環境負荷の低減

アンケート調査によると、ごみや CO2排出等の環境問題は、関心が高くなっており、今後と

も環境負荷の低減に資する取組にあわせ、河川等の水質の保全が必要です。 

課題５：多様な資源を活かした地域の魅力の向上（景観・環境） 
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